
（１）森林の現状 （２）林業の現状と課題
奈良県の森林・林業・木材産業の現状と奈良県の森林・林業・木材産業の現状と奈良県の森林・林業・木材産業の現状と奈良県の森林・林業・木材産業の現状と課題課題課題課題

①①①① 本県の人工林面積本県の人工林面積本県の人工林面積本県の人工林面積のののの約７割は１１齢級（５５年生）以上の約７割は１１齢級（５５年生）以上の約７割は１１齢級（５５年生）以上の約７割は１１齢級（５５年生）以上の伐採期伐採期伐採期伐採期をををを迎え迎え迎え迎えた森林。た森林。た森林。た森林。そのうち、約２割は、１９齢級そのうち、約２割は、１９齢級そのうち、約２割は、１９齢級そのうち、約２割は、１９齢級（９１年生（９１年生（９１年生（９１年生）以上の大径木の人工林。）以上の大径木の人工林。）以上の大径木の人工林。）以上の大径木の人工林。 （（（（図図図図----１）１）１）１）毎年毎年毎年毎年、、、、平均平均平均平均１０６万１０６万１０６万１０６万㎥㎥㎥㎥////年年年年のののの材積が材積が材積が材積が増加増加増加増加 （（（（図図図図----２２２２））））

③③③③ 今後は、今後は、今後は、今後は、 奈良県フォレスターを推進力に加えて、市町村、森林組合等との連携・支援により、奈良県フォレスターを推進力に加えて、市町村、森林組合等との連携・支援により、奈良県フォレスターを推進力に加えて、市町村、森林組合等との連携・支援により、奈良県フォレスターを推進力に加えて、市町村、森林組合等との連携・支援により、新たな森林環境管理制度を推進し、「恒続林」、「適正人工林」、「自然林」、「天然林」への目新たな森林環境管理制度を推進し、「恒続林」、「適正人工林」、「自然林」、「天然林」への目新たな森林環境管理制度を推進し、「恒続林」、「適正人工林」、「自然林」、「天然林」への目新たな森林環境管理制度を推進し、「恒続林」、「適正人工林」、「自然林」、「天然林」への目指す指す指す指すべきべきべきべき森林へ誘導森林へ誘導森林へ誘導森林へ誘導

①①①① 「木材生産量「木材生産量「木材生産量「木材生産量※※※※」について、全国では増加し、」について、全国では増加し、」について、全国では増加し、」について、全国では増加し、HHHH３０は３０は３０は３０はHHHH１３に対し約１３に対し約１３に対し約１３に対し約 ４割増４割増４割増４割増一方、本県では、一方、本県では、一方、本県では、一方、本県では、HHHH３０は３０は３０は３０はHHHH１３に対し約１３に対し約１３に対し約１３に対し約 ４割減４割減４割減４割減 （図－（図－（図－（図－4444））））
②②②② 「木材生産額「木材生産額「木材生産額「木材生産額※※※※」について、全国では、」について、全国では、」について、全国では、」について、全国では、HHHH３０は３０は３０は３０はHHHH１３の水準まで回復１３の水準まで回復１３の水準まで回復１３の水準まで回復 （図－（図－（図－（図－5555））））一方、本県は、「優良材の木材価格」の低下等により、一方、本県は、「優良材の木材価格」の低下等により、一方、本県は、「優良材の木材価格」の低下等により、一方、本県は、「優良材の木材価格」の低下等により、HHHH１３に対し約１３に対し約１３に対し約１３に対し約 ７割減７割減７割減７割減 （図－（図－（図－（図－6666））））

【【【【現現現現 状状状状】】】】

【【【【課課課課 題題題題】】】】

＜奈良県の森林蓄積量の推移＞
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（林業振興課調べ）（林業振興課調べ）

県産材の安定した生産を図るための県産材の安定した生産を図るための県産材の安定した生産を図るための県産材の安定した生産を図るための木材生産の効率化木材生産の効率化木材生産の効率化木材生産の効率化

＜木材生産量指数の推移（H13＝100）＞
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奈良県 全国平均＜林内路網密度の推移＞ （図－7） （図－8）
「林業振興課調べ」 （林業振興課調べ・林野庁業務資料）

「木材統計」・「奈良の木ブランド課調べ」面積の約７割 年間１０６万㎥の増加＜奈良県の人工林齢級別面積＞
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（図－6）
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全国 奈良県＜木材生産額指数の推移（H13=100）＞（H13＝100） （図－5）

（図－4）
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＜施業放置林の整備面積＞ （図－2）

④④④④ 上記より、本県の林業は、「木材生産量」で他県に圧倒され、「木材価格」も低迷し、質の林業上記より、本県の林業は、「木材生産量」で他県に圧倒され、「木材価格」も低迷し、質の林業上記より、本県の林業は、「木材生産量」で他県に圧倒され、「木材価格」も低迷し、質の林業上記より、本県の林業は、「木材生産量」で他県に圧倒され、「木材価格」も低迷し、質の林業の実態も失われつつある。の実態も失われつつある。の実態も失われつつある。の実態も失われつつある。

【【【【現現現現 状状状状】】】】

＜本県の木材生産効率の推移と他地域との比較＞

H13 木材生産量（千㎥）全国 15,774県 253 H30 木材生産量（千㎥）全国 21,680県 161
「木材統計」・「奈良の木ブランド課調べ」②②②② 林業の林業の林業の林業の低迷低迷低迷低迷からからからから増加する森林施業放置林に対し、増加する森林施業放置林に対し、増加する森林施業放置林に対し、増加する森林施業放置林に対し、HHHH１８から県森林環境税により１８から県森林環境税により１８から県森林環境税により１８から県森林環境税により11,074ha11,074ha11,074ha11,074haをををを整備整備整備整備

※「木材生産量」とは、「原木」の生産量を示す

※「木材生産額」とは、「原木」の生産額を示す0
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※「中丸太」とは、「径14〜22cm」「L=3.65〜4.00m」
【【【【参考参考参考参考】】】】 ＜奈良県のスギ原木価格の推移＞

H13 木材生産額（千万円）全国 27,391県 834 H30 木材生産額（千万円）全国 26,483県 213
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「生産林業所得統計」

説明資料 ５

−１−

③③③③ 本県の林内路網密度（本県の林内路網密度（本県の林内路網密度（本県の林内路網密度（m/ham/ham/ham/ha）、木材生産効率（㎥）、木材生産効率（㎥）、木材生産効率（㎥）、木材生産効率（㎥////人・日）は、全国平均に比べ低い（図－７、８）人・日）は、全国平均に比べ低い（図－７、８）人・日）は、全国平均に比べ低い（図－７、８）人・日）は、全国平均に比べ低い（図－７、８）



（３）木材産業の現状と課題 （４）木材利用の現状と課題①①①① 「製材品出荷量」について、全国では減少し、「製材品出荷量」について、全国では減少し、「製材品出荷量」について、全国では減少し、「製材品出荷量」について、全国では減少し、HHHH３０は３０は３０は３０はHHHH１３に対し約１３に対し約１３に対し約１３に対し約 ４割減４割減４割減４割減一方、本県では、Ｈ３０は一方、本県では、Ｈ３０は一方、本県では、Ｈ３０は一方、本県では、Ｈ３０はHHHH１３に対し約１３に対し約１３に対し約１３に対し約 ６割減６割減６割減６割減 （図－（図－（図－（図－9999））））【【【【現現現現 状状状状】】】】

他県産材他県産材他県産材他県産材、、、、外材外材外材外材に対する県産製材品のに対する県産製材品のに対する県産製材品のに対する県産製材品の競争力競争力競争力競争力の回復の回復の回復の回復

【【【【現現現現 状状状状】】】】①①①① 本県の「住宅着工数」、及び木造率は、１０年間ほぼ横ばい本県の「住宅着工数」、及び木造率は、１０年間ほぼ横ばい本県の「住宅着工数」、及び木造率は、１０年間ほぼ横ばい本県の「住宅着工数」、及び木造率は、１０年間ほぼ横ばい （図－１（図－１（図－１（図－１2222））））

③③③③ 民間では民間では民間では民間では、、、、全国的に全国的に全国的に全国的に「「「「非住宅分野非住宅分野非住宅分野非住宅分野」」」」（（（（商業施設等商業施設等商業施設等商業施設等））））はははは、、、、木造化が進んでいない木造化が進んでいない木造化が進んでいない木造化が進んでいない。。。。 （（（（図－図－図－図－15151515））））

「「「「公共建築物公共建築物公共建築物公共建築物」」」」やややや「「「「非住宅非住宅非住宅非住宅分野分野分野分野」への県産材利用の」への県産材利用の」への県産材利用の」への県産材利用の推進推進推進推進を図るためのを図るためのを図るためのを図るための体制の構築体制の構築体制の構築体制の構築【【【【課課課課 題題題題】】】】

②②②② 本県の本県の本県の本県の「「「「３階以下の低層３階以下の低層３階以下の低層３階以下の低層公共公共公共公共建築物建築物建築物建築物」」」」のののの木造率は木造率は木造率は木造率は、、、、全国平均を下回っている全国平均を下回っている全国平均を下回っている全国平均を下回っている。。。。 （（（（図図図図－－－－13131313））））本県の公共建築物への県産材利用は低迷本県の公共建築物への県産材利用は低迷本県の公共建築物への県産材利用は低迷本県の公共建築物への県産材利用は低迷 （（（（図図図図----14141414））））
（図－１2）

（図－１5）＜階層別・構造別の着工建築物の床面積＞
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＜奈良県の住宅着工数の推移＞
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「令和元年 林業白書」

「木材統計」

住宅及び非住宅施設の木造率（床面積）階数階数階数階数 住宅（％）住宅（％）住宅（％）住宅（％） 非住宅（％）非住宅（％）非住宅（％）非住宅（％）3階建3階建3階建3階建 53535353 33332階建2階建2階建2階建 87878787 171717171階建1階建1階建1階建 89898989 20202020

「住宅着工統計」②②②② 「製材品出荷額」について、全国では、「製材品出荷額」について、全国では、「製材品出荷額」について、全国では、「製材品出荷額」について、全国では、HHHH３０は３０は３０は３０はHHHH１３の水準まで回復１３の水準まで回復１３の水準まで回復１３の水準まで回復一方、本県では、一方、本県では、一方、本県では、一方、本県では、HHHH３０は３０は３０は３０はHHHH１３に対し約１３に対し約１３に対し約１３に対し約 ６割減６割減６割減６割減 （図－（図－（図－（図－10101010））））

【【【【課課課課 題題題題】】】】

「工業統計調査結果報告書」

④④④④ 上記より、全国の「製材工場数」の減少率は、本県に比べて大きいが、「製材品出荷量」上記より、全国の「製材工場数」の減少率は、本県に比べて大きいが、「製材品出荷量」上記より、全国の「製材工場数」の減少率は、本県に比べて大きいが、「製材品出荷量」上記より、全国の「製材工場数」の減少率は、本県に比べて大きいが、「製材品出荷量」は横ばいで推移し、「製材品出荷額」は増加。このことから、全国では１製材工場あたり、は横ばいで推移し、「製材品出荷額」は増加。このことから、全国では１製材工場あたり、は横ばいで推移し、「製材品出荷額」は増加。このことから、全国では１製材工場あたり、は横ばいで推移し、「製材品出荷額」は増加。このことから、全国では１製材工場あたり、人工乾燥等の付加価値の高い製材品が製造されるようになったと考えられる。人工乾燥等の付加価値の高い製材品が製造されるようになったと考えられる。人工乾燥等の付加価値の高い製材品が製造されるようになったと考えられる。人工乾燥等の付加価値の高い製材品が製造されるようになったと考えられる。（製材品出荷量に占める乾燥材の割合（製材品出荷量に占める乾燥材の割合（製材品出荷量に占める乾燥材の割合（製材品出荷量に占める乾燥材の割合 H13H13H13H13：：：：10101010％％％％ →→→→ H30H30H30H30：：：：43434343％）％）％）％）県産材は、「製材品出荷量」と「製材品出荷額」の減少が示すとおり、急速に競争力を県産材は、「製材品出荷量」と「製材品出荷額」の減少が示すとおり、急速に競争力を県産材は、「製材品出荷量」と「製材品出荷額」の減少が示すとおり、急速に競争力を県産材は、「製材品出荷量」と「製材品出荷額」の減少が示すとおり、急速に競争力を失っている。失っている。失っている。失っている。
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県 全国（H13＝100） ＜製材品出荷量指数の推移＞ （図－9）

＜製材品出荷額指数の推移＞ （図−10）（H13＝100）
H13 出荷額（億円）全国 5,469県 223 H30 出荷額（億円）全国 5,519県 80 「林野庁業務資料」

⑤⑤⑤⑤ 人口減少社会の中人口減少社会の中人口減少社会の中人口減少社会の中、、、、住宅需要は縮小するが住宅需要は縮小するが住宅需要は縮小するが住宅需要は縮小するが、、、、新たな需要新たな需要新たな需要新たな需要先先先先としてとしてとしてとして「「「「非住宅分野非住宅分野非住宅分野非住宅分野」」」」にににに可能性可能性可能性可能性がががが見込見込見込見込めるめるめるめる。。。。

③③③③ 「製材工場数」について、全国では、「製材工場数」について、全国では、「製材工場数」について、全国では、「製材工場数」について、全国では、HHHH３０は３０は３０は３０はHHHH１３に対し約１３に対し約１３に対し約１３に対し約 ６割減６割減６割減６割減一方、本県では、一方、本県では、一方、本県では、一方、本県では、HHHH３０は３０は３０は３０はHHHH１３に対し約１３に対し約１３に対し約１３に対し約 ５割減５割減５割減５割減 （図－（図－（図－（図－1111１）１）１）１）
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H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30工場数指数年次
県 全国

H13 出荷量（千㎥）全国 15,486県 270 H30 出荷量（千㎥）全国 9,202県 115

＜製材工場数指数の推移＞ （図－11）（H13＝100） H13 工場数（工場）全国 11,020県 340 H30 工場数（工場）全国 4,551県 169
非住宅住 宅 「奈良の木ブランド課調べ」
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④④④④ １０年間の本県の木造住宅着工数に大１０年間の本県の木造住宅着工数に大１０年間の本県の木造住宅着工数に大１０年間の本県の木造住宅着工数に大きなきなきなきな変動変動変動変動がない中がない中がない中がない中、、、、製材品出荷量が減製材品出荷量が減製材品出荷量が減製材品出荷量が減少しているのは少しているのは少しているのは少しているのは、、、、集成集成集成集成材の増加によるも材の増加によるも材の増加によるも材の増加によるものと考えられるのと考えられるのと考えられるのと考えられる。。。。 （（（（図図図図----16161616））））（（（（構造用集成材国内生産量構造用集成材国内生産量構造用集成材国内生産量構造用集成材国内生産量 HHHH13131313：：：：782782782782千㎥千㎥千㎥千㎥→→→→ HHHH29292929：：：：1111,,,,567567567567....0000千㎥千㎥千㎥千㎥）））） 5,237 
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※「製材品」とは、製材工場で出荷された一般製材品を示す
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